
Poland Weekly Review                                         Embassy of Japan in Poland 

 - 1 - 

ポーランド政治・経済・社会情勢 
（２０１８年３月１５日～２０１８年３月２１日） 

 

平成 30 年（2018 年）3 月 23 日 

H E A D L I N E S 

政治 
野党「近代」，全国評議会を開催 
全国裁判所評議会（ＫＲＳ）法修正案の取り下げ 

下院法務委員会，妊娠中絶厳格化法案への賛成意見を採択 

国防年次会合開催 

ゴテモエラーＮＡＴＯ副事務総長，ポーランド訪問 
ドイツのメルケル首相及びマース外相，ポーランドを訪問 

ポーランド・米軍の空軍共同訓練開催 

ポーランド政府，法の支配問題に関する欧州委の勧告に対する回答を送付 

チャプトヴィチ外相，年次外交政策方針演説 
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治安等 
公的機関に偽造ソフトウェアを納入していたビジネスマンの摘発 

警察，交通違反取り締まり用覆面車両１４０両を新たに配備 

警察，外国人窃盗団を摘発 

ポーランドのユダヤ教指導者，カトリック教会と協力して反ユダヤ主義に立ち向かうと主張 

政府，地方の道路整備支援に１３億ズロチを計上 

無保険運転手による事故被害に関する統計 

国境警備隊，密入国あっせんグループ構成員を拘束 

人身売買組織の告発 

経済 
企業別年金制度（PPK）法案に様々な反応 

ヴィルド・インフラ副大臣，中央空港関連の鉄道整備に EU からの資金協力の期待を表明 

２月の消費者物価指数 

２月の平均賃金 

２０１７年における国営精銅企業 KGHM の経営陣再編 

ウッチにおける２０２４年の園芸博覧会開催の可能性 

国営製油企業 LOTOS 社の社長解任 

原発建設に関する報道 

大使館からのお知らせ  

長期滞在を目的にシェンゲン協定域内国に渡航する際の注意 

欧州でのテロ等に対する注意喚起 

「たびレジ」への登録のお願い 

パスポートダウンロード申請書の御案内 

平成３０年度前期分教科書の配布に関する御案内 

大使館広報文化センター開館時間 

文化行事・大使館関連行事 

在ポーランド日本国大使館 

ul.Szwolezerow 8， 00-464 Warszawa  Tel:+48 22 696 5000 http://www.pl.emb-japan.go.jp 

 

 

 

 

 

 

http://www.pl.emb-japan.go.jp/
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政    治 

野党「近代」，全国評議会を開催【１８日】 

１８日，野党「近代」（Nowoczesna）の全国評議会

が開催され，ルブナウアー党首は党の方針及び政

策に関する演説を行った。また同党首は，党内の結

束の再建に向けた強い決意があるとし，本年の統一

地方選挙における市民プラットフォーム（ＰＯ）との選

挙協力は野党全体にとってチャンスである旨述べ

た。  

 

全国裁判所評議会（ＫＲＳ）法修正案の取り下げ【１９

日】 

 １９日，与党「法と正義」（ＰｉＳ）は，先週下院に提出

した全国裁判所評議会（ＫＲＳ）改正法の一部修正

案の取り下げを発表し，マズレク報道官は，ゲルスド

ルフ最高裁長官が自身の義務を履行することを期待

する旨発言した。本件に関し，１３日にジョブロ法相

は同長官に対してＫＲＳ初回会後の即時招集を要請

し，１５日，ゲルスドルフ長官は法律に則って義務を

履行する旨述べたが，招集時期については明言しな

かった。 

 

下院法務委員会，妊娠中絶厳格化法案への賛成意

見を採択【１９日】 

 １９日，下院法務・人権委員会は，市民提出の中絶

厳格化法案「Stop Abortion」（胎児の重度障害を理

由とする中絶の廃止を規定）に対する賛成意見を，

賛成１６票，反対９票で採択した。今後，同法案は下

院社会政策・家族委員会にて審議される。 

 

 

国防年次会合開催【１４日】 

 １４日，参謀本部において，国防年次会議が開催さ

れ，大統領，国防大臣，参謀総長等が参加した。記

者会見において，ドゥダ大統領は，ロシア軍が，昨年

のザーパド１７演習において，ポーランド及びバルト

３国の地域でＮＡＴＯと全面的な戦争に備える訓練を

行う等訓練を充実させ，道路・鉄道等のインフラも整

備し，軍を目標に直ちに指向できる即応態勢を整え

ていると述べた。また， ブワシュチャク国防大臣は，

ポーランド軍が，ヴィスワ川の東に１個師団を新設す

る等部隊を東へ移転させる旨述べた。 

 

ゴテモエラーＮＡＴＯ副事務総長，ポーランド訪問【１

５日】 

１５日，ゴテモエラーＮＡＴＯ副事務総長は，ポーラ

ンド北東部のベモヴォ・ピスキエを訪問し，ブワシュ

チャク国防大臣と欧州情勢，ＮＡＴＯのプレゼンス，Ｎ

ＡＴＯの体制改革等について意見交換するとともに，

ＮＡＴＯ大隊のポーランド展開１周年行事に参加し，

ＮＡＴＯ大隊の兵士を激励した。 

 

ドイツのメルケル首相及びマース外相，ポーランドを

訪問【１６日・１９日】 

１６日，ドイツのマース外相がワルシャワを訪問し，

チャプトヴィチ外相の他，ドゥダ大統領及びモラヴィ

エツキ首相と会談した。１９日には同国メルケル首相

もワルシャワを訪問し，ドゥダ大統領及びモラヴィエ

ツキ首相と欧州の問題，国際的な安全保障，両国関

係について会談した。両者のポーランド訪問は，１４

日の第４次メルケル内閣発足後，フランスに次ぐ２か

国目の外国訪問。ポーランド側は，新独政府の連立

合意において，ポーランド・独間のパートナーシップ

強化及びフランスを含むワイマール三国協力の活性

化への意志が示されたことに満足している旨表明し，

メルケル首相は，ポーランドが地理的に異なる地域

からの難民を受け入れ，移民問題の解決において

「独自の貢献」を行っていることを初めて認めた。両

国はさらに，英国でのスクリパル氏の毒殺未遂に関

し，ＥＵは断固たる対応を示すべきであり，欧州理事

会後の結論文書にロシアの攻撃に関する内容が盛

り込まれることを期待する点で一致した。 

 

ポーランド・米軍の空軍共同訓練開催【１９～２８日】 

１９～２８日，ポズナン空軍基地において，空軍兵

士及び空挺隊員が参加する「航空分遣１８－２訓練」

が開催され，米軍８０名，Ｃ－１３０が１機参加し，飛

行訓練，空挺降下等を訓練した。 

 

ポーランド政府，法の支配問題に関する欧州委の勧

告に対する回答を送付【２０日】 

２０日，ポーランド政府は，司法制度改革をめぐる

法の支配問題に関し，欧州委による昨年１２月２０日

付補足勧告に対する回答を送付した。同改革につい

て外務省は，ポーランド司法府が長年直面し，司法

府のみの取り組みではこれまで解決できなかった問

題を防止する適切なメカニズムの保証を目的として

おり，全ての改革は司法府の機能を向上させると確

信しているとの声明を発出した。 

 

チャプトヴィチ外相，年次外交政策方針演説【２１日】 

２１日，チャプトヴィチ外相が下院にて，恒例の年

次外交政策方針演説を行った。同外相は，安全保障

内   政 

外交・安全保障 
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がポーランド外交の最大の課題であるとし，ポーラン

ド外交の置かれた国際環境の基本認識として，①ポ

ーランドはＥＵ，ＮＡＴＯ加盟国であり，地域大国とし

ての政策形成の責任がある，②ＥＵは機構的，理念

的，対外安全保障上の危機にある，③米軍部隊の

展開とＮＡＴＯはポーランドの安全保障の基本，④ロ

シアはポーランド独立の脅威，を挙げた。また，ドイ

ツは最大のパートナーであり，フランスとは一層の関

係拡大を指向するとし，対ＥＵ機関，ＥＵ諸国関係は

安全保障と共に最も重要な分野であるとの考えを示

した。さらに，欧州委によるＥＵ条約第７条の制裁手

続き開始は遺憾であり，ポーランドの裁判所制度改

革等は法の支配，民主主義理念に反する点は全く

無いが，欧州委との対話は継続する旨述べた。 

 

治    安    等 

公的機関に偽造ソフトウェアを納入していたビジネス

マンの摘発【１５日】 

 反汚職庁（CBA）ビャウィストク支部は，公的機関に

偽造ソフトウェアを納入していたビジネスマン３人を

逮捕した。逮捕されたビジネスマンは，正規品と偽っ

て議会，公立大学，地方政府等に安価な偽造ソフト

ウェアを納入し，差額を着服していた。同詐欺によっ

て公的機関のコンピュータ３，２５６台に偽造ソフトウ

ェアが組み込まれ，被害総額は約９００万ズロチに及

ぶ。 

 

警察，交通違反取り締まり用覆面車両１４０両を新た

に配備【１６日】 

 警察は，交通違反取締用録画装置を装備した

BMW社製覆面車両１４０両を新たに配備した旨発表

した。警察は現在，約４００両の覆面車両を運用して

おり，過去２年間に同車両を使用して約１２０万件の

交通違反を摘発している。 

 

警察，外国人窃盗団を摘発【１９日】 

 １９日，国家警察本部は，ドイツと国境を接するル

ベルスキエ県スウヴィツァにおいて，ジョージア人３

人で構成される窃盗団を摘発した旨発表した。同グ

ループは，標的の車両のタイヤを鋭利な刃物等でパ

ンクさせ，パンクに気づいた標的がタイヤ交換を行う

際の隙を見計らって車から携帯電話や貴重品等を

盗難していた。同窃盗団メンバーには５年以下の禁

錮が求刑される見込み。 

 

ポーランドのユダヤ教指導者，カトリック教会と協力

して反ユダヤ主義に立ち向かうと主張 

シュードリフ・チーフラビは，ガデツキ・ポーランド

司教会議議長（ポズナン大司教）宛に公開書簡を発

出し，司教会議が反ユダヤ主義を非難する声明を発

出したことに謝意を示した上で，キリスト教徒とユダ

ヤ教徒が協力して反ユダヤ主義に立ち向かっていく

ことが必要で，ユダヤ教指導者もユダヤ人が反ポー

ランド的とする嫌疑に対抗していくなどと主張した。 

 

政府，地方の道路整備支援に１３億ズロチを計上【２

０日】 

 ２０日，モラヴィエツキ首相は，地方の競争力底上

げを目的に，道路整備支援費用として前年より５億

ズロチ多い１３億ズロチを計上すると発表した。道路

整備計画の監督は，各県知事に委任される。 

 

無保険運転手による事故被害に関する統計【２０日】 

 保険補償基金（UFG）によれば，２０１７年中，ポー

ランド国内で車両損傷に対する保険使用申請は７，

９００件あり，このうち５，３００件が保険の補償対象

と認定された。これら補償対象のうち，8割は無保険

運転手が絡む事案で，保険支払い総額は，２０１６年

より３，３６０万ズロチ多い１億９，５６０万ズロチとな

った。 

 

国境警備隊，密入国あっせんグループ構成員を拘

束【２０日】 

 ２０日，国境警備隊はマゾヴィエツキエ県で密入国

あっせんグループに属するポーランド人３人を拘束し

た。同グループは主にポーランド人及びロシア人で

構成され，２０１４年２月から２０１６年１０月にかけて

ポーランド，ロシア，バルト３国，ドイツ，フランス，オ

ランダ，オーストリア等で活動し，チェチェン系ロシア

人やベトナム人の不法越境をあっせんしていた。こ

れまでに同グループのメンバー１５人が拘束されて

おり，国境警備隊が追加捜査を進めている。 

 

人身売買組織の告発【22日】 

 ２２日，ポズナン地方裁判所は，ポーランドから西

欧諸国へのベトナム人の人身売買に関与した犯罪

組織に対する公訴を受理した。同組織のリーダーは，

ワルシャワ在住の３０歳のベトナム系ポーランド人で

１０年以下の禁錮が求刑される見込み。 
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企業別年金制度（PPK）法案に様々な反応【２０－２

１日】 

企業別年金制度（PPK）法案に対し，雇用主や労

働組合，ポーランド金融監督局（KNF），ポーランド

中央銀行のみならず，各省庁からも懸念が示され

るなど，様々な反応が寄せられている。例えば，政

府案では従業員２５０名以上の企業を対象に２０１

９年始めから導入する計画となっているが，インフ

ラ省は準備期間が短すぎるとして計画の２０２０年

７月までの延期を求めているほか，ポーランド投資

基金（PFR）は PPK のインターネット・ポータルの設

置には法案の成立から最低６か月を要すると主張

する。また，費用面についての懸念も示されており，

エネルギー省は石炭鉱業部門に１．１億ズロチの

追加負担が，科学・高等技術省は公立の高等教育

機関は２０２０年に４，６１８万ズロチ，２０２１年に９，

２３５万ズロチの経費負担が生じると見積もってい

る。ポーランド中央銀行は，加入者の関心への配

慮が不十分であるほか，制度全体の効率的な運

用が確保されていないと指摘する。エミレヴィチ財

務大臣は，PPK 導入は断固として進めるとしつつ，

様々な提案に門戸を開いており，消極的な意見に

ついても分析を進めると報道陣に語った。 

 

ヴィルド・インフラ副大臣，中央空港関連の鉄道整

備に EU からの資金協力の期待を表明【２１日】 

ヴィルド・インフラ副大臣は，中央空港建設計画

に含まれる鉄道整備に関し，EU による共同出資へ

の期待を示した。なお，同副大臣は，中央空港建

設自体については EU からの資金手当は見込んで

いないと述べた。中央空港建設計画の総事業費は

３１０～３５０億ズロチで，空港建設に２００億ズロチ，

鉄道整備に８０～９０億ズロチ，道路整備に２０～７

０億ズロチを見積もっている。

 

 

２月の消費者物価指数【１５日】 

中央統計局（ＧＵＳ）によれば，２月の消費者物

価指数（ＣＰＩ）は対前年同月比１．４％増，対前月

比０．２％減となり，多くの経済専門家の当初予測

よりも低い数値に留まった。 

 

２月の平均賃金【１６日】 

中央統計局によると，２月の平均賃金は４，５９９．

７２ズロチと前年同月比６．８％増となった（前月比

０．２％増）。

 

２０１７年における国営精銅企業 KGHM の経営陣

再編【１９日～２１日】 

国営精銅企業 KGHM 社の経営陣再編について，

①「法と正義」（PiS）党員と地方自治体との間での

権限争い，②多額の海外投資費用が未回収（２０１

０年以降で９．５億ズロチが未回収）で，チリ・シエラ

ゴルダ鉱山（KGHM 社の株保有５５％）についても

利益幅が小さく，カナダ Ajax 鉱山については未だ

プロジェクトが開始されないなど海外事業に関する

問題が存在，③国内鉱山経営の採算が不十分で，

環境問題で農家・住民から抗議が発生，が理由と

報道された。 

 

ウッチにおける２０２４年の園芸博覧会開催の可能

性【２０日】 

ロシツキ・ウッチ副市長は，メルボルンで国際園

芸生産者協会（AIPH）から２０２４年における園芸

博覧会の開催証書を受理した。同博覧会は２０１９

年に北京，２０２２年にオランダで開催予定。今後，

BIE 事務局の開催許可が得られれば，自然都市を

テーマとした園芸博覧会が開催可能となる。

 

 

国営製油企業 LOTOS 社の社長解任【２０日】 

国営製油企業 LOTOS 社の取締役会は，ヤスト

シェンプスキ社長を解任した。解任理由は発表され

ていないが，取締役会報告で，同社長は同社と国

営製油企業 Orlen 社との企業統合を承認していな

かった。 

 

原発建設に関する報道【２２日】 

先週，トフジェフスキ・エネルギー大臣が，国内

原発３基（４．５～５GW）を段階的に建設する見通し

を示したが，候補地の選定や企業による資金調達

モデル等の問題が指摘されている。技術選定につ

経    済 

経済政策 

マクロ経済動向・統計 

ポーランド産業動向 

エネルギー・環境 
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いては，仏・露については安全保障上の問題等の

ため対象外で，米国，日本，韓国のいずれかで選

定される見込みとの報道があった。

 

 

長期滞在を目的にシェンゲン協定域内国に渡航する際の注意 

最近，ドイツ以外のシェンゲン協定域内国に長期滞在を目的と申告した邦人が，経由地であるドイツでシェン

ゲン協定域内への入国審査を受ける際に入国管理当局から（１）最終滞在予定国の有効な滞在許可証，（２）ド

イツ滞在法第４条のカテゴリーＤ査証（ナショナル・ビザ），又は（３）同Ｄ査証に相当する滞在予定国の長期滞

在査証の提示を求められ，これを所持していないために入国を拒否される事例が発生しております。 

 このため，現地に到着してからの滞在許可証取得を予定し，最初にドイツ入国を予定している場合には，注

意が必要です。 

 ドイツ以外の国では同様の事例は発生しておりませんが，シェンゲン協定域内国での長期滞在を目的に渡航

する場合には，滞在国及び経由国の入国審査，滞在許可制度の詳細につき，各国の政府観光局，我が国に

存在する各国の大使館等に問い合わせるなどし，事前に確認するようにしてください。詳しくは下記リンク先を

御覧ください。 

http://www.anzen.mofa.go.jp/c_info/oshirase_schengen_2.html 

 

欧州でのテロ等に対する注意喚起 

欧州では，２０１７年もスペイン・フランス等で新たなテロが発生しており，今年も引き続き更なるテロの発生

が懸念されます。 

観光客やイベント等を標的とするテロに警戒する必要があることに加え，イベント等の警備のため手薄となっ

た他の都市でのテロの実行も懸念されます。以上を踏まえ，以下のテロ対策をお願いします。 

（１）外務省が発出する海外安全情報及び現地報道等で最新の治安情勢等の関連情報の入手に努めるととも

に，日頃から注意を怠らないようにする。 

（２）以下の場所がテロの標的となりやすいことを十分認識する。 

観光施設，観光地周辺の道路，記念日・祝祭日等のイベント会場，レストラン，ホテル，ショッピングモール，ス

ーパーマーケット，ナイトクラブ，映画館等人が多く集まる施設，教会・モスク等宗教関係施設，公共交通機関，

政府関連施設（特に軍，警察，治安関係施設）等。  

（３）上記（２）の場所を訪れる際には，周囲の状況に注意を払い，不審な人物や状況を察知したら速やかにそ

の場を離れる，できるだけ滞在時間を短くする等の注意に加え，その場の状況に応じた安全確保に十分注意

を払う。 

（４）現地当局の指示があればそれに従う。特にテロに遭遇してしまった場合には，警察官等の指示をよく聞き

冷静に行動するように努める。 

（５）不測の事態の発生を念頭に，訪問先の出入口や非常口，避難の際の経路，隠れられる場所等についてあ

らかじめ入念に確認する。 

詳しくは下記リンク先を御覧ください。 

http://www.anzen.mofa.go.jp/ 

 

「たびレジ」への登録のお願い 

３か月以上海外に滞在する方は在留届の提出を，３か月未満の場合は「たびレジ」への登録を必ず実施して

ください。渡航先の最新安全情報や，緊急時の大使館又は総領事館からの連絡を受け取ることができます。ま

た，家族や友人，職場等に日程や渡航先での連絡先を伝えておくようにしてください。 

下記リンク先から「たびレジ」に登録することができます。 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/ 

 

パスポートダウンロード申請書の御案内 

 ２０１７年１月４日から，パスポートダウンロード申請が開始されています。日本国外でパスポート申請を行う

方は，御自宅などでこれらの申請書をダウンロードし，必要事項を入力・印刷することで，パスポートの申請書

が作成できるようになります。詳しくは，下記リンク先を御覧ください。 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/passport/download/top.html 

 

大使館からのお知らせ 

http://www.anzen.mofa.go.jp/c_info/oshirase_schengen_2.html
http://www.anzen.mofa.go.jp/
https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/
http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/passport/download/top.html
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平成３０年度前期分教科書の配布に関する御案内 

 在ポーランド日本国大使館では，ポーランド在住で平成２９年９月末日までに大使館に「在留届」を提出して

いる邦人子女を対象に，日本の小学生，中学生用の教科書（平成３０年度 前期分）を配布しています。 御希

望の方は『教科書申込書』を入手の上，該当事項を記入して，下記の申込先に送付してください。ワルシャワ日

本人学校の児童，生徒（入学予定者を含む）については，同校を通じて配布いたしますので，申し込みの必要

はありません。なお，教科書自体は無償ですが，郵送による受取りを希望される方については，大使館（ワルシ

ャワ市）から「着払い」にて送付するため送料が発生します。あらかじめ御了承ください。 

  

教科書申込書のリンク：http://www.pl.emb-japan.go.jp/konsulat/kyoukasho30.1semester.pdf 

申込先：cons@wr.mofa.go.jp（E メールの場合） 

22-696-5006（FAX の場合） 

ul.Szwolezerow 8， 00-464 Warszawa（郵送の場合） 

 

〔お知らせ〕大使館広報文化センター開館時間 

月曜日 ９:００ – １９:００ 火曜～金曜日  ９:００ – １７:００ 

 

当センターでは，日本関連行事や各種展示のほか，マンガコーナーを含む書籍の閲覧，本・ＣＤ・ＤＶＤ等の貸

出しを行っています。 

イベント情報：https://www.facebook.com/JapanEmb.Poland 

 

問合せ先：在ポーランド日本大使館広報文化センター（電話： ２２-５８４- ７３ ００ ，E メール：

info-cul@wr.mofa.go.jp，住所：Al. Ujazdowskie 51, Warszawa） 

 

文化行事・大使館関連行事 

 

〔開催中〕 展示「日本の浮世絵と新版画」 【３月１日（木）～３月３０日（金）】 

 在ポーランド日本大使館広報文化センターにおいて，ワルシャワ国立博物館上級学芸員マレシコ氏及びクシ

シュトフ・クル氏による浮世絵と新版画の展示が開催中です。 

開催場所：在ポーランド日本大使館広報文化センター（電話： 22 584 73 00 ，E メール：info-cul@wr.mofa.go.jp，

住所：Al. Ujazdowskie 51（４階），Warszawa） 

 
〔開催中〕 日本人形展： 魔法・民族・神話 【３月３日（土）～６月３日（日）】 

 グダンスク市にて，グダンスク国立博物館民族誌部主催による『日本人形展： 魔法・民族・神話』が開催され

ます。日本人形，ひな人形，こけし，だるまなどが展示中です。  

開催場所： グダンスク市 （ポモジェ県），グダンスク国立博物館民族誌部，ul. Cystersów 19  

詳細：https://www.facebook.com/MuzeumNarodoweGdansk/ 
 
〔予定〕 第１４回世界伝統空手連盟空手選手権大会 「ローニンカップ」 【３月２４日 (土)】 

 ドンブロヴァ・グルニチャ市にて，学生スポーツクラブ 「ローニン」主催による『第１４回世界伝統空手連盟空

手選手権大会 「ローニンカップ」』が開催されます。 

開催場所：ドンブロヴァ・グルニチャ市 (シロンスク県) ，「セントラム」スポーツホール，ul. Aleja Róż 3 

詳細：http://www.ronin.pl 
 
〔予定〕 ウッジ国際ユース杯 ２０１８ 【３月２４日 (土)～２５日（日）】 

 ウッジにて，サッカー選手権大会「U17 International Youth  Cup」が開催されます。広島県の高校選抜選手

によるチームが参加し，ポーランドや周辺諸国のチームと対戦します。 

開催場所： ウッジ市 （ウッジ県）， ul. Milionowa 12 

詳細：http://www.smslodz.pl/ 

 

〔予定〕 第３回マルキ市国際柔道選手権 「サメジュドウカップ」 【３月２４日 (土)～２５日（日）】 

 マルキ市にて，学生スポーツクラブ 「サメ柔道」主催による『第３回マルキ市国際柔道選手権 「サメジュドウ

カップ」』が開催されます。 

http://www.pl.emb-japan.go.jp/konsulat/kyoukasho30.1semester.pdf
https://www.facebook.com/JapanEmb.Poland
https://www.facebook.com/MuzeumNarodoweGdansk/
http://www.ronin.pl/
http://www.smslodz.pl/
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開催場所：マルキ市 (マゾフシェ県) ，ul. Duża 3 

詳細：http://www.samejudo.pl/ 

 

〔予定〕 第７回ドルノシロンスク数独選手権 大会 【３月２５日(日) 】 

 ヴロツワフ市にて，ヴロツワフ工業大学主催による『第７回ドルノシロンスク数独選手権大会』が開催されま

す。 

開催場所：ヴロツワフ市 (ドルノシロンスキェ県)，Centrum Kongresowe Politechniki Wrocławskiej， ul. 

Wybrzeże Wyspiańskiego 27 

詳細：http://sudoku.pwr.edu.pl/edycja-2018 

 

〔予定〕 書道ワークショップ 「たのしくかな文字を書こう！」 【４月４日（水）１４：００～】 

 在ポーランド日本大使館広報文化センターにおいて，墨乃会による書道ワークショップを行います。 

開催場所：在ポーランド日本大使館広報文化センター（電話： 22 584 73 00 ，住所：Al. Ujazdowskie 51（４階），

Warszawa） 

参加申込：shimono@human-smart.com 

 
〔予定〕 展示会： 「文化と遊ぶ： アジアの伝統的なゲーム・遊び」 【４月７日（土）～６月３０日（土）】 

 ワルシャワ市にて，アジア太平洋博物館主催による展示会『文化と遊ぶ：アジアの伝統的なゲーム・遊び』が

開催されます。お手玉，けん玉，竹とんぼ，あやとり，手まり，こま，将棋などが展示されます。  

開催場所： ワルシャワ市，アジア太平洋博物館，ul. Solec 24 

詳細：http://www.muzeumazji.pl/ 

 
〔予定〕 ポフシン植物園の日本月間  【４月８日（日）～５月５日（日）】 

ワルシャワにて，ポーランド科学アカデミー植物園・ポフシン生物多様性保全センター主催による『ポフシン植

物園の日本月間』が開催されます。日本の自然に関する様々な写真展，観賞用鶏の展示会，折り紙・書道ワ

ークショップ等が予定されています。チケット： １０～１２ PLN。 

開催場所：ワルシャワ市 (マゾフシェ県)，ポーランド科学アカデミー植物園・ポフシン生物多様性保全センター，

ul. Prawdziwka 2 

詳細：http://www.ogrod-powsin.pl/o-nas/kalendarz/miesiac-japonski-w-ogrodzie-botanicznym-w-powsinie 

 

〔予定〕 「日本の隠れた名所」観光セミナー 【４月９日（月）１８：００～】 

 在ポーランド日本大使館広報文化センターにて，日本を自転車で観光したポーランド人柔道家による体験談

と観光スポットなどの紹介を行います（ポーランド語のみ）。入場は無料です。座席に限りがありますので，参加

ご希望の方は事前にご連絡ください。 

開催場所：在ポーランド日本大使館広報文化センター（電話： 22 584 73 00 ，住所：Al. Ujazdowskie 51（４階），

Warszawa） 

参加申込：info-cul@wr.mofa.go.jp 
 

〔予定〕 第８回松涛館空手連盟欧州選手権大会 【４月１３日 (金)】 

 ドンブロヴァ・グルニチャ市にて，学生スポーツクラブ 「ローニン」主催による『第８回松涛館空手連盟欧州選

手権大会』が開催されます。 

開催場所：ドンブロヴァ・グルニチャ市 (シロンスク県) ，「セントラム」スポーツホール，ul. Aleja Róż 3 

詳細：http://www.ronin.pl 

http://www.samejudo.pl/
http://sudoku.pwr.edu.pl/edycja-2018
mailto:shimono@human-smart.com
http://www.muzeumazji.pl/
http://www.ogrod-powsin.pl/o-nas/kalendarz/miesiac-japonski-w-ogrodzie-botanicznym-w-powsinie
mailto:info-cul@wr.mofa.go.jp
http://www.ronin.pl/
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本資料は，ポーランドの政治・社会情勢を中心に，各種報道をとりまとめたものです。 

報道をベースにしておりますので，記載事項の信頼性については責任を負いかねます。 

記載事項は在ポーランド日本国大使館の見解を示すものではなく， 特定の団体・個人の利益を代表するもの

ではありません。 

皆様からの情報提供をお待ちしています 

大使館では，読者の皆様に幅広くポーランドの情報をお伝えするため，皆様からの情報をお待ちしています。社

会・生活情報やお勧めのイベント，困ったことなど，皆様に伝えたいと思われる情報があれば，下記のアドレスまで

御連絡ください。（営利目的など，内容によっては対応できかねる場合もありますので御了承ください。） 

 

【お問い合わせ・配信登録】 

本資料は，ポーランドに関心のある方であれば誰でも受け取ることができます。 「新たに配信を受けたい」，「送

付先Ｅメールアドレスを変更したい」，「配信を停止したい」等の依頼につきましては，下記のＥメールアドレスまで

御連絡ください。大使館ウェブサイト（http://www.pl.emb-japan.go.jp/index_j.htm）も併せて御覧ください。 

 

本資料に関する問い合わせ E メールアドレス（newsmail@wr.mofa.go.jp） 

mailto:在ポーランド日本国大使館newsmail@wr.mofa.go.jp

